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金田 眞理, 水口 雅, 波多野 孝史, 瀬山 邦明, 樋野 興夫, 錦織 千佳子, 「結節性硬化症の診断基準及び治療ガイドライン」改訂委員会, 日本皮膚科学会, 日本結節性硬化症
学会, 難治性疾患等政策研究事業:「神経皮膚症候群に関する診療科横断的検討による科学的根拠に基づいた診療指針の確立」班., 日本皮膚科学会ガイドライン 結節性硬化
症の診断基準及び治療ガイドライン　改訂版., 日本皮膚科学会雑誌2018; 128: 1-16

瀬山 邦明, 【診断と治療のABC [140]慢性閉塞性肺疾患(COPD)】 嚢胞性肺疾患, 最新医学別冊慢性閉塞性肺疾患(COPD) 2018; 67-68.

吉川 仁美, 光石 陽一郎, 瀬山 邦明, リンパ脈管筋腫症の病態と治療戦略, 呼吸器ジャーナル2018; 22: 320-329.

西野 宏一, 瀬山 邦明, リンパ脈管筋腫症(LAM), Medicina 2018; 55: 80-83.
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高橋和久．新薬紹介No.95 気管支喘息治療薬 ベンラリズマブ(遺伝子組換え)．日本医師会雑誌, 2018;147:(9): 1836-1837.

十合晋作、高橋和久、バイオマーカー、呼吸器疾患診断治療アプローチ　肺癌、㈱中山書店、2018.2.20；118-125

高遼、高橋和久、分子標的治療薬、呼吸器疾患診断治療アプローチ　肺癌、㈱中山書店、2018.2.20；201-207

岩神真一郎：喀痰　高橋和久編.　成人看護学2　呼吸器.　メジカルフレンド社、東京、2018; 53-57

高橋和久、胸膜腫瘍、今日の治療指針 2018年版、㈱医学書院、2018.1.1；301-302

アレルギー検査のミ・カ・タ、伊藤潤　著、ITOJUN　イラスト、Nextpublishing社、2018年5月25日出版、P1-60

高橋和久、無症状で進行する難治性のがん　肺がん、人生100年時代に備える差がつく70歳からの病気 サインと治療、朝日新聞出版、2018.5.30；59-65

原田紀宏，「喘息」，家庭の医学（第13次改訂版），時事通信社	

原田紀宏，「咳嗽、喘鳴」，内科外来診断Navi，中外医学社

塩田智美 慢性呼吸不全患者における一般的検査について 帝人ファーマ㈱HOT誌57号原稿P2-5,2018

塩田智美 「八雲病院見学記 『NPPVで留まるための最善の呼吸管理』」 『呼吸』eレポート 2巻2号 2018-11-21 随想  Page 80～ 84, 2018
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浅地美奈，原田紀宏，原田園子，石森絢子，桂蓉子，糸魚川幸成，松野圭，牧野文彦，伊藤潤，小野純也，飛野和則，秋葉久弥，熱田了，出原賢治，高橋和久，
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ポリズマブ投与6か月における重症喘息に対する効果，第67回日本アレルギー学会学術大会, 幕張メッセ（千葉），2018年6月23日
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Circulating levels of soluble TIM-4 in the patients with asthma. 第47回日本免疫学会学術集会，福岡国際会議場（福岡），2018年12月12日，

黒川加奈，笹野仁史，髙木陽，中村貴裕，武井理美，中村文子，原田紀宏，高橋和久，リウマチ肺に合併したキノロン系抗菌薬耐性Mycobacterium fortuitumの一例，
第232回日本呼吸器学会関東地方会，秋葉原コンベンションホール（東京），2018年11月17日
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リズマブ投与の効果，アレルギー・好酸球研究会，学術総合センター（東京），2018年9月22日
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熱田了，高橋和久，ヒト気道上皮細胞におけるキチンによるPGE2産生誘導，第67回日本アレルギー学会学術大会, 幕張メッセ（千葉），2018年6月22日
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Takeo Tsutsumi, Tetsutaro Nagaoka, Takashi Yoshida, Sachiko Kuriyama, Kasuhisa Takahashi. Nintedanib ameliorates the pulmonary hypertension
via inhibition of smooth muscle cell proliferation and endothelial mesenchymal transition in rat model. Takeo  第58回日本呼吸器学会学術集会　2018年
4月　大阪.

朝尾哲彦、高木陽、堀越公子、安部寿美子、宮下洋祐、岡本翔一、本間裕一、市川昌子、小山良、長岡鉄太郎、鈴木勉、鈴木健司、高橋和久. 当院でEBUS-TBNA施行後に
発症した縦隔炎2例の検討. 2018年5月　東京.

宮下洋佑、髙木陽、岡本翔一、小山良、嶋田奈緒子、長岡鉄太郎、鈴木勉、高橋和久. 当院における軟性気管支鏡を用いた気管支内異物除去術の検討. 2018年5月　東京.

Kei Matsuno, Norihiro Harada, Tomohito Takeshige, Sonoko Harada, Ayako Ishimori, Yuki Tanabe, Hitoshi Sasano, Ai Nakamura, Yoko Katsura,
Fumihiko Makino, Jun Ito, Ryo Atsuta, Kazuhisa Takahashi, TWEAK induced TSLP expression in human bronchial epithelial cells，第58回日本呼吸器学
会学術講演会，大阪国際会議場（大阪）, 2018年4月27日

Tomohito Takeshige, Norihiro Harada1, Kei Matsuno, Ayako Ishimori, Yuki Tanabe, Hitoshi Sasano, Ai Nakamura, Sonoko Harada, Yoko Katsura,
Fumihiko Makino, Jun Ito, Ryo Atsuta, Hisaya Akiba, Kazuhisa Takahashi, Chitin induced airway inflammation and production of prostaglandin E2，
第58回日本呼吸器学会学術講演会，大阪国際会議場（大阪）, 2018年4月27日

Mina Asaji, Norihiro Harada, Sonoko Harada, Ayako Ishimori, Yoko Katsura, Yukinari Itoigawa, Kei Matsuno, Fumihiko Makino, Jun Ito, Junya Ono,
Kazunori Tobino, Hisaya Akiba, Ryo Atsuta, Kenji Izuhara, and Kazuhisa Takahashi, Circulating levels of tenascin-C as type 2 biomarkers in the
patients with asthma，日本呼吸器学会誌7巻：増刊号, 2018年4月27日, 大阪国際会議場（大阪）, 第58回日本呼吸器学会学術講演会，2018年4月27日～4月
29日第58回日本呼吸器学会学術講演会，大阪国際会議場（大阪）, 2018年4月27日

Tomohito Takeshige, Chitin Induced Airway Inflammation and Production of Prostaglandin E2, 日本呼吸器学会、大阪、4月28日

竹重智仁、ヒト気道上皮細胞におけるキチンによるPGE2産生誘導、日本アレルギー学会、千葉、6月24日

笹野仁史, 重症喘息に対するメポリズマブ投与の効果, アレルギー・好酸球研究会2018，学術総合センター（東京）, 2018年9月22日，

笹野仁史,  メポリズマブ投与6か月における重症喘息に対する効果, 第67回日本アレルギー学会学術大会, 幕張メッセ/ホテルニューオータニ幕張（千葉）, 2018年6月23日，

原田紀宏，伊藤潤，原田園子，三道ユウキ，上田翔子，浅地美奈，中村愛，笹野仁史，田辺悠記，竹重智仁，松野圭，石森絢子，牧野文彦，熱田了，堀賢，高橋和
久，携帯電話アプリ「ぜんそくログ」による喘息実態調査，第58回日本呼吸器学会学術講演会，大阪国際会議場（大阪）, 2018年4月27日

中村貴裕，加藤元康，河野加奈，山田朋子，井原宏彰，金丸良太，佐藤　匡，原田紀宏，十合晋作，長岡鉄太郎，高橋史行，瀬山邦明，高橋和久，当院における
Nintedanibの使用経験，第58回日本呼吸器学会学術講演会，大阪国際会議場（大阪）, 2018年4月27日
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Yohei Suzuki, Tadashi Sato, Masataka Sugimoto, Hario Baskoro, Keiko Karasutani, Aki Mitsui, Fariz Nurwidya, Naoko Arano, Yuzo Kodama, Shin-ichi
Hirano, Akihito Ishigami, Kuniaki Seyama, Kazuhisa Takahashi. Hydrogen-rich pure water prevents cigarette smoke-induced pulmonary
emphysema in SMP30 knockout mice. 第58回日本呼吸器学会学術講演会、大阪、2018年4月28日

Hitomi Yoshikawa, Yohei Suzuki, Eriko Kuwasaki, Yuki Uehara, Norio Ohmagari, Tadashi Sato, Kazuhisa Takahashi. Clinical significance of gram
staining in the initial approach to pleural effusions. 第58回日本呼吸器学会学術講演会、大阪、2018年4月29日

松野　圭、気道上皮細胞におけるTWEAKのTSLP産生誘導について、第67回日本アレルギー学会学術大会、千葉県幕張、2018年6月22日

Kei Matsuno、"TGF−β enhances TWEAK induced TSLP expression
in human bronchial epithelial cells"、第58回　日本呼吸器学会学術講演会、大阪、2018年4月27日

Satomi Shiota, Etsuko Imabayashi, Koichi Kato, Ai Sugiyama, Mariko Yanagihara, Yuichi Inoue, Hiroshi Matsuda, Kazuhisa Takahashi. The impact of
Amyloid and Tau deposition in absolutely normal cognitive patients with severe obstructive sleep apnea 第58 回日本呼吸器学会学術講演会,　東京,
2018年4月27--29日（English Poster Discussion）日本呼吸器学会誌　Mar10 Vol.7 2018, p353

Kana Kono, Motoyasu Kato, Takahiro Nakamura, Tomoko Yamada, Manabu Tajima, Koichi Kanamori, Hiroaki Ihara, Ken Tajima, Satomi Shiota,
Shinichi Sasaki, Kuniaki Seyama, Kazuhisa Takahashi Usual Interstitial Pneumonia Pattern in the Lower Lung Lobes as a Prognostic Factor in
Idiopathic Pleuroparenchymal Fibroelastosis 第58 回日本呼吸器学会学術講演会,　東京,　 2018年4月27--29日（English Poster Discussion）日本呼吸器学会
誌　Mar10 Vol.7 2018, p352

塩田智美、杉山藍、高橋和久 NPPVが著効した、異なる換気障害を伴う希少難病の自験例３症例 第32回　非侵襲的換気療法研究会　2018年6月9日　福岡

小岩井宏子、塩田智美、武政 未来乃、古田島正樹、山田朋子、田島学、杉山藍、谷津翔一朗、加藤光恵、川名ふさ江、葛西隆敏、下地一彰、高橋和久
多彩なPSG所見を呈し、CPAP無効、NPPV著効を確認し得た重症肥満を伴う成人キアリII型奇形の一例 第43回日本睡眠学会定期学術集会,　札幌,　2018年7月13日

杉山藍、塩田智美、柳原万里子、小林美奈、加藤憲忠、中山秀章、對木悟、林田健一、井上雄一、高橋和久 閉塞性睡眠時無呼吸症候群の経年的呼吸障害指標変化の検討
第43回日本睡眠学会定期学術集会,　札幌,　2018年7月12日

Ken Tajima, Yae Toshifumi, Fumiyuki Takahashi, Shyamala Maheswaran, Kazuhisa Takahashi, In search of new therapy targeting histone
methylation in cancer, 日本呼吸器学会総会 International Symposium, 大阪, 2018.4.27

堀越公子，加藤元康，河野加奈，中村貴裕，山田朋子，吉川仁美，井原宏彰，朝尾哲彦，岡本翔一，高木　陽，小山　良，長岡鉄太郎，児玉裕三，高橋史行，瀬山
邦明，高橋和久 　特発性間質性肺炎に併発した続発性気胸の検討　第58回日本呼吸器学会学術集会、大阪、2018年4月28日

Yohei Suzuki，Tadashi Sato，Masataka Sugimoto，Hario Baskoro，Keiko Karasutani，Aki Mitsui，Fariz Nurwidya，Naoko Arano，Yuzo Kodama，
Shin-ichi Hirano，Akihito Ishigami，Kuniaki Seyama，Kazuhisa Takahashi. Hydrogen-rich pure water prevents cigarette smoke-induced pulmonary
emphysema in SMP30 knockout mice　第58回日本呼吸器学会学術集会、大阪、2018年4月28日



国内学会発表 36

国内学会発表 37

国内学会発表 38

国内学会発表 39

国内学会発表 40

国内学会発表 41

国内学会発表 42

国内学会発表 43

国内学会発表 44

国内学会発表 45

国内学会発表 46

国内学会発表 47

瀬山邦明, LAM診療および研究の展開, 難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究班　平成30年度会議．2018年12月21日　東京．

瀬山邦明, ワークショップ3 呼吸リハビリテーションのマニュアル ー患者教育の考え方と実践ーの改訂に向けて．禁煙支援と非燃焼・加熱式タバコや電子タバコの位置づけ, 日本呼吸ケ
ア・リハビリテーション学会学術集会　2018年11月10日（土）　幕張

瀬山邦明, 閉塞性肺疾患の呼吸機能（症例から学ぶ肺機能）, 第58回臨床肺機能講習会　臨床呼吸機能応用コース　2018年8月29日（木）東京．

瀬山邦明, リンパ脈管筋腫症（LAM）とa1-アンチトリプシン欠乏症（AATD)のレジストリー研究の進捗, 難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究班 平成30年度会
議．2018年6月29日　東京．

瀬山邦明, スモークフリー推進の現状と課題　1）電子タバコに関するステートメント, 第58回日本呼吸器学会学術講演会特別報告2018年4月27日（金）大阪．

瀬山邦明, 臨床における加熱式タバコの問題点 -呼吸器・アレルギー疾患の観点から-, 一般社団法人日本医学会連合「加熱式タバコと健康 使用実態・科学的評価の現状と今後
の課題」2018年3月25日（日）東京．

朝尾哲彦, 虎澤匡洋, 松田浩成, 黒川加奈, 松本直久, 早川乃介, 濃沼淑芳, 田島学, 高遼, 加藤元康, 柴山里奈, 田島健, 小山良, 嶋田奈緒子, 高橋史行, 高橋和久.
PD-L1強陽性非小細胞肺癌の1次治療でペムブロリズマブを投与した症例と，その後治療についての検討. 第59回日本肺癌学会学術集会. 東京, 2018年12月1日

宮下洋佑，高遼，河野加奈，松本直久，朝尾哲彦，加藤元康, 柴山里奈，嶋田奈緒子，田島健，小山良，髙橋和久, アファチニブ前投与歴の有無がオシメルチニブの効果に
与える影響の検討. 第58回　日本呼吸器学会, 大阪, 2018年4月14日

金丸良太, ダサチニブはTGFβ誘導性上皮間葉転換を抑制し，肺線維化を抑制する. 第58回 日本呼吸器学会学術講演会，大阪，2018年4月25日

三浦啓太, 当院におけるドセタキセル+ラムシルマブ併用化学療法（DTX+RAM）の治療効果の検討. 第58回　日本呼吸器学会, 大阪, 2018年4月29日

宮下洋佑, 髙木陽, 岡本翔一, 小山良, 嶋田奈緒子, 長岡鉄太郎, 鈴木勉, 髙橋和久. 当院における軟性気管支鏡を用いた気道異物除去術の検討. 第41回　日本呼吸器内視
鏡学会, 東京, 2018年5月24日

安田美奈、Circulating levels of tenascin-C as type 2 biomarkers in the patients with asthma、第58回日本呼吸器学会学術講演会、2018年4月28日
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難波由喜子，橋爪茜，中村洸太，笹野仁史，小村萌起，渡邊純子，柳下薫寛，鈴木洋平，牧野文彦，長島修，泉浩，冨田茂樹，佐々木信一，高橋和久．インフリキシ
マブによる治療中に肺胞腔内に多数granulomaの形成が認められたベーチェット病の1例．第173回日本結核病学会関東支部学会/第228回日本呼吸器学会関東地方会 合同
学会，東京，2018年2月17日

永田祐一，藤井充弘，木庭尚哉，本間裕一郎，糸魚川幸成，江花弘基，小幡賢一，高橋和久．多発性に異所性子宮内膜を認めた月経随伴性気胸の1例．第173回日本
結核病学会関東支部学会/第228回日本呼吸器学会関東地方会 合同学会，東京，2018年2月17日

堀越公子，田辺悠記，高遼，原口瑞樹，渡邊純子，伊藤潤，原田紀宏，三浦佳代，高橋和久．サルコイドーシスの治療中に発症した再発性多発軟骨炎の一例．第173回
日本結核病学会関東支部学会/第228回日本呼吸器学会関東地方会 合同学会，東京，2018年2月17日

本村宏明，渡邊純子，十合晋作，佐々木信一，林大久生，植草利公，浦田泰生，水口裕之，加藤俊介，高橋和久．ALK阻害剤既治療例のALK融合遺伝子変異陽性
肺扁平上皮癌にセリチニブが長期奏効した1例．第181回日本肺癌学会関東支部学術集会，東京，2018年3月3日

堤建男, Nintedanib ameliorates the pulmonary hypertension via inhibition of smooth muscle cell proliferation and endothelial mesenchymal
transition in rat model.第58回日本呼吸器学会学術講演会,大阪,2018年4月28日

堤建男,Nintedanibは肺動脈性肺高血圧症の新規治療薬になりうるか？第28回呼吸病態研究会,東京,2018年11月6日

「当院における軟性気管支鏡を用いた気管支内異物除去術の検討」宮下洋祐、髙木陽、岡本翔一、小山良、嶋田奈緒子、長岡鉄太郎、鈴木勉、高橋和久
第41回日本呼吸器内視鏡学会学術集会　Oralセッション12　2018年5月24-25日　東京

「当院でEBUS-TBNA施行後に発症した縦隔炎2例の検討」朝尾哲彦、髙木陽、堀越公子、安部寿美子、宮下洋祐、岡本翔一、本間裕一郎、市川昌子、小山良、嶋田奈緒子、
長岡鉄太郎、鈴木勉、鈴木健司、高橋和久　第41回日本呼吸器内視鏡学会学術集会　Posterセッション1　2018年5月24-25日　東京

「TBNAを用いて採取した微小検体におけるPD-L1の染色性に関する検討」松本直久、岡本翔一、髙木陽、小山良、嶋田奈緒子、長岡鉄太郎、鈴木勉、高橋和久
第41回日本呼吸器内視鏡学会学術集会　Posterセッション26　2018年5月24-25日　東京

「リウマチ肺に合併したキノロン系抗菌薬耐性Mycobacterium fortuitumの一例」黒川加奈、笹野仁史、髙木陽、中村貴裕、武井理美、中村文子、原田紀宏、高橋和久
第232回日本呼吸器内視鏡学会関東地方会　2018年11月17日　東京

三浦啓太, ペムブロリズマブによる自己免疫性筋炎を発症した肺腺癌の1例. 第182回　日本肺癌学会関東支部会, 東京, 2018年7月7日

「EBUS-TBNA施行時の良悪性鑑別におけるElastography strain ratioの有用性」本村宏明、髙木陽、安部寿美子、黒川加奈、林美佳、鍬崎恵里子、朝尾哲彦、光石陽一
郎、市川昌子、小山良、嶋田奈緒子、長岡鉄太郎、高橋和久　第167回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会　2018年12月15日　東京
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浅地美奈，原田紀宏，原田園子，石森絢子，桂容子，糸魚川幸成，松野圭，牧野文彦，伊藤潤，小野純也，飛野和則，秋葉久弥，熱田了，出原賢治，高橋和久．
気管支喘息のバイオマーカーとしての血清テネイシンＣ値の可能性．第67回日本アレルギー学会学術大会，千葉，2018年6月23日

小村萌起，柳下薫寛，中村洸太，吉川仁美，渡邊純子，鈴木洋平，牧野文彦，長島修，佐々木信一，高橋和久．Pembrolizumabによる萎縮性胃炎の悪化を呈した肺
扁平上皮癌の一例．第229回日本呼吸器学会関東地方会，東京，2018年5月26日

安部寿美子，伊藤潤，桂容子，原田園子，上田翔子，三道ユウキ，中村愛，田辺悠記，笹野仁史，竹重智仁，松野圭，石森絢子，原田紀宏，熱田了，高橋和久．大
根の辛み成分のアレルギーと診断した一例．第67回日本アレルギー学会学術大会，千葉，2018年6月22日

松野圭，原田紀宏，石森絢子，原田園子，三道ユウキ，上田翔子，安部寿美子，中村愛，笹野仁史，田辺悠記，竹重智仁，桂容子，糸魚川幸成，牧野文彦，伊藤
潤，熱田了，高橋和久．気道上皮細胞におけるTWEAKのTSLP産生誘導について．第67回日本アレルギー学会学術大会，千葉，2018年6月22日

大山由香里，本間裕一郎，武田育子，巴山紀子，藤川貴浩，糸魚川幸成，小幡賢一，藤光充弘，高橋和久．当院における肺癌に対する免疫チェックポイント阻害薬の使用
経験．第174回日本結核病学会関東支部会/第231回日本呼吸器学会関東地方会 合同学会，東京，2018年9月1日

吉川仁美，光石陽一郎，伊藤潤，堀越公子，山田朋子，瀬山邦明，高橋和久．市販の有用複合菌を含む家庭用浄化液を加湿器に混入したことで発症したと考えられた急性
呼吸不全の一例．第229回日本呼吸器学会関東地方会，東京，2018年5月26日

藤岡雅大，井原宏彰，金森幸一郎，原田紀宏，嶋田奈緒子，林大久生，植草利公，高橋和久．貧血、白赤芽球症から診断に至った悪性胸膜中皮腫の骨髄転移の一例．
第229回日本呼吸器学会関東地方会，東京，2018年5月26日

笹野仁史，原田紀宏，田辺悠記，松野圭，石森絢子，原田園子，安部寿美子，上田翔子，三道ユウキ，中村愛，竹重智仁，桂容子，伊藤潤，熱田了，高橋和久．メ
ポリズマブ投与６か月後における重症喘息に対する効果．第67回日本アレルギー学会学術大会，千葉，2018年6月23日

竹重智仁，原田紀宏，石森絢子，松野圭，原田園子，三道ユウキ，上田翔子，安部寿美子，中村愛，笹野仁史，田辺悠記，桂容子，牧野文彦，伊藤潤，秋葉久弥，
熱田了，高橋和久．ヒト気道上皮細胞におけるキチンによるPGE2産生誘導．第67回日本アレルギー学会学術大会，千葉，2018年6月24日

三浦啓太，朝尾哲彦，松田浩成，黒川加奈，早川乃介，松本直久，田島学，高遼，加藤元康，髙木陽，柴山里奈，小山良，嶋田奈緒子，高橋史行，金井数明，服
部信孝，高橋和久．ペムブロリズマブによる自己免疫性筋炎を発症した肺腺癌の1例．第182回日本肺癌学会関東支部学術集会，東京，2018年7月7日

安部寿美子，光石陽一郎，藤岡雅大，西沖俊彦，松野圭，高遼，伊藤潤，高橋和久．EGFR exon19挿入変異陽性肺腺癌の一例．第230回日本呼吸器学会関東地方
会，東京，2018年7月21日

虎澤匡洋，山田朋子，田島学，佐藤匡，長岡鉄太郎，塩田智美，高橋和久．外科的治療で病勢コントロールをし得た難治性Mycobacterium abscessusの一例．第174
回日本結核病学会関東支部会/第231回日本呼吸器学会関東地方会 合同学会，東京，2018年9月1日
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区分 番号 国際共同

特別講演・
招待講演 1

特別講演・
招待講演 2

特別講演・
招待講演 3

松本直久，岡田佐知子，松田英利子，神垣隆，堀賢，松田浩成，黒川加奈，早川乃介，濃沼淑芳，田島学，朝尾哲彦，高遼，柴山里奈，田島健，小山良，嶋田奈
緒子，高橋史行，原貴恵子，林大久生，高橋和久．免疫チェックポイント阻害剤の長期予後予測因子の検討．第59回日本肺癌学会学術集会，東京，2018年11月29日

虎澤匡洋，朝尾哲彦，松田浩成，黒川加奈，松本直久，早川乃介，濃沼淑芳，田島学，高遼，加藤元康，柴山里奈，田島健，小山良，嶋田奈緒子，高橋史行，高
橋和久．ROS1-SLC34A2 融合遺伝子陽性非小細胞肺癌に対してクリゾチニブを投与した1 例．第59回日本肺癌学会学術集会，東京，2018年11月30日

本村宏明，髙木陽，安部寿美子，黒川加奈，林美佳，鍬崎恵里子，朝尾哲彦，光石陽一郎，市川昌子，小山良，嶋田奈緒子，長岡鉄太郎，髙橋和久．EBUS-
TBNA施行時の良悪性鑑別におけるElastography strain ratioの有用性．第167回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会，東京，2018年12月15日

松田浩成，田島健，黒川加奈，松本直久，早川乃介，濃沼淑芳，田島学，朝尾哲彦，高遼，柴山里奈，小山良，嶋田奈緒子，高橋史行，高橋和久．当科における遺
伝子変異陽性肺がんに対する免疫チェックポイント阻害剤の使用経験．第59回日本肺癌学会学術集会，東京，2018年11月30日

難波由喜子，永田祐一，中村洸太，吉川仁美，小村萌起，渡邊純子，鈴木洋平，牧野文彦，長島修，富永滋，佐々木信一，高橋和久．外科的切除後再発例と化学
放射線療法後再発例に対する免疫チェックポイント阻害剤の有効性に差はあるのか？第59回日本肺癌学会学術集会，東京，2018年11月30日

朝尾哲彦，虎澤匡洋，松田浩成，黒川加奈，松本直久，早川乃介，濃沼淑芳，田島学，高遼，加藤元康，柴山里奈，田島健，小山良，嶋田奈緒子，高橋史行，高
橋和久．PD-L1 強陽性非小細胞肺癌の1 次治療でペムブロリズマブを投与した症例と，その後治療についての検討．第59回日本肺癌学会学術集会，東京，2018年11月30
日

黒川加奈，笹野仁史，高木陽，中村貴裕，武井理美，中村文子，原田紀宏，高橋和久．リウマチ肺に合併したキノロン系抗菌薬耐性Mycobacterium fortuitumの一例．
第232回日本呼吸器学会関東地方会，東京，2018年11月21日

発表者名、演題、学会名、場所、発表年月日等

原田紀宏、国際喘息学会日本・北アジア部会プログラム・シンポジウム６気道炎症に対する細胞生物学的アプローチ「気管支喘息と自然リンパ球」，XXIV World Congress of
Asthma - WCA2018，京王プラザホテル（東京），2018年10月6日

原田紀宏、若手シンポジウム3　上皮間葉転換、内皮間葉転換と呼吸器疾患　「喘息と上皮間葉転換」第58回日本呼吸器学会学術講演会，大阪国際会議場（大阪），2018
年4月28日

長岡鉄太郎:病態からみた第3群肺高血圧症（シンポジウム7　第3群肺高血圧症・診断と治療戦略の方向性）第58回日本呼吸器学会学術講演会　2018年4月28日　大阪

原　宗央, 原発性肺癌に対するPembrolizumabの治療中に胆汁うっ滞型肝障害を示唆する病理所見を確認できた症例. 第113回日本呼吸器学会東海地方学会, 名古屋市中
小企業振興会館（吹上ホール), 2018年5月26日



特別講演・
招待講演 4

特別講演・
招待講演 5

特別講演・
招待講演 6

特別講演・
招待講演 7

特別講演・
招待講演 8

特別講演・
招待講演 9

特別講演・
招待講演 10

特別講演・
招待講演 11

特別講演・
招待講演 12

特別講演・
招待講演 13

特別講演・
招待講演 14

特別講演・
招待講演 15

髙橋和久、肺癌治療を深く静思する、みなと呼吸器疾患研究会、東京 東京慈恵会医科大学、2018年1月13日

髙橋和久、今求められている肺癌薬物治療を静思する、第5回Lung Cancer Chemotherapy Meeting、静岡 グランディエールブケトーカイ、2018年1月26日

髙橋和久、今求められている肺癌薬物治療をじっくりと考える、筑豊肺癌講演会、福岡 飯塚病院、2018年2月7日

伊藤潤、呼吸器疾患(慢性閉塞性肺疾患、運動誘発性喘息)、平成30年度健康運動指導士講習会　前期，東京，2018年7月27日

伊藤潤、呼吸器疾患(慢性閉塞性肺疾患、運動誘発性喘息)、平成30年度健康運動指導士講習会　後期，東京，2018年12月21日

伊藤潤、EGPAのバイオマーカーとしてのペリオスチン、2nd Jouhoku Jounan Joint Meeting，東京，2018年11月16日

塩田智美 就寝時の体液移動と上気道閉塞を理解する シンポジウム9「CPAPや口腔装置を用いない睡眠時無呼吸症対策2018」
第43回日本睡眠学会定期学術集会,　札幌,　2018年7月11日

塩田智美 睡眠時無呼吸症候群と認知症 第12回奈良SAS・生活習慣病セミナー 2018年7月5日、奈良春日野国際フォーラム

佐藤匡、病診連携モデルとしてのCOPD、第143回磯子医師会プログラム、横浜、2018年11月10日

長岡鉄太郎：呼吸器疾患に伴う肺高血圧症　-現在・未来-　江東地区肺高血圧症講演会　2018年10月22日　東京

長岡鉄太郎: CPFE-PHは選択的肺血管拡張薬の治療適応になりうるか？（シンポジウム5　呼吸器疾患関連PH/PAH：なぜ選択的肺血管拡張薬の効果が限定されるのか？今後
のRCTに向けその病態に迫る）第3回日本肺高血圧・肺循環学会学術集会　2018年6月23日　大阪

長岡鉄太郎：慢性血栓塞栓性肺高血圧症　-病態と治療-　Venous Thrombosis Joint Meeting　2018年9月10日　東京



特別講演・
招待講演 16

特別講演・
招待講演 17

特別講演・
招待講演 18

特別講演・
招待講演 19

特別講演・
招待講演 20

特別講演・
招待講演 21

特別講演・
招待講演 22

特別講演・
招待講演 23

特別講演・
招待講演 24

特別講演・
招待講演 25

区分 番号 国際共同

知的財産権の出
願・取得等 1

髙橋和久、進化し続ける肺癌薬物治療はどこへ向かうのか？、Lung Cancer Srminar in Shiga 2018、滋賀 琵琶湖ホテル、2018年9月7日

髙橋和久、肺癌：海外の臨床試験のデータを日本に外挿可能か？現状と課題、第58回日本呼吸器学会学術講演会、大阪 大阪国際会議場、2018年4月28日

髙橋和久、進化する肺癌薬物療法治療の現状と課題、第16回千葉肺癌カンファレンス、千葉 京成ホテルミラマーレ、2018年7月6日

髙橋和久、今求められている肺癌治療を落ち着いて考える、第58回呼吸器セミナー、埼玉 川越プリンスホテル、2018年7月26日』

髙橋和久、新しい時代の幕開けを迎えたⅢ期肺癌治療、第14回肺癌治療薬適正使用懇話会、岡山 ホテルグランヴィア岡山、2018年9月21日

髙橋和久、進化し混迷を深める肺癌薬物治療、Immuno-Oncology Forum in SHIGA、滋賀 ロイヤルオークホテル、2018年10月18日

髙橋和久、群雄割拠の時代に肺癌治療は何を目指す、筑豊肺癌講演会、福岡 のがみプレジデントホテル、2018年9月26日

髙橋和久、新しいステージに入ったⅢ期非小細胞肺癌、LC Symposium in Mito、茨城 水戸プラザホテル、2018年10月4日

髙橋和久、混沌とする肺癌治療はどこへ向かうべきか？、第4回肺がん分子標的治療症例講演会、東京 ホテルJALシティ長野、2018年10月12日

髙橋和久、非小細胞肺癌治療におけるベストシークエンスとは？、武蔵野肺癌診療連携講演会、東京 武蔵野赤十字病院、2018年4月17日

発明者名、発明の名称、出願番号

原田紀宏、気管支喘息におけるIL-5関連抗体治療の効果予測バイオマーカー、P18-013



区分 番号 国際共同

その他
（広報活動を含

む）
1

その他
（広報活動を含

む）
2

その他
（広報活動を含

む）
3

その他
（広報活動を含

む）
4

その他
（広報活動を含

む）
5

その他
（広報活動を含

む）
6

その他
（広報活動を含

む）
7

その他
（広報活動を含

む）
8

その他
（広報活動を含

む）
9

その他
（広報活動を含

む）
10

その他
（広報活動を含

む）
11

髙橋和久、特別報告5、座長 呼吸器科プロフェッショナルの育成を目的としたe-learning cloudについて(教育委員会)、第58回日本呼吸器学会学術講演会、2018年4月29日

横山彰仁，高橋和久，稲瀬直彦(鼎談)、｢特集 薬剤性肺障害－病態・診断・治療のUpdate－最近の治療薬と薬剤性肺障害｣、最新医学 73(7)：7-14、2018年7月

髙橋和久、巻頭言｢抗酸菌感染症の現状と展望｣、日本医師会雑誌 147(1):1、2018年4月

髙橋和久、International Symposium 2  座長 Lung Cancer、第58回日本呼吸器学会学術講演会、2018年4月27日

花粉症クエスト　アレルギー検査のミカタ、伊藤潤　監修、ウェブサイト，(株)キューアイ　2018年9月13日～現在

塩田智美（代表者）、長期人工呼吸管理下の神経難病者の診療移行と全ライフステージの呼吸評価・介入の構築、文部科学、科学研究費助成、基盤研究(C)

発表者名・著者名、活動内容・タイトル等、掲載・発表情報等

受賞：受賞名 the JRS Young Investigator、授与機関名 American Thoracic Society、受賞日 2018年4月12日

日本呼吸器学会代議員

岩神真一郎、藤井充弘、原宗央：自然災害発生時における在宅酸素療法患者に対する地域ネットワーク構築に関する検討.　平成27/28年度　静岡災害医学研究センター紀要
47-49, 2018

岩神真一郎、原宗央：自然災害発生時における在宅酸素療法患者に対する地域ネットワーク構築に関する検討.　平成29年度　静岡災害医学研究センター紀要　43-45, 2017

塩田智美、睡眠時無呼吸症候群 ＮＨＫワールド「Medical Frontiers」2018年7月



その他
（広報活動を含

む）
12

その他
（広報活動を含

む）
13

髙橋和久、座長：シンポジウム5｢EGFR 変異陽性肺癌治療の新展開｣、第59回日本肺癌学会学術集会、2018年11月30日

髙橋和久、座長：ランチョンセミナー10｢PACIFIC レジメンの新たな挑戦～適格症例とは～｣、第59回日本肺癌学会学術集会、2018年11月30日
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